イラクでの日本人人質三名の解放について

二〇〇四年四月十六日　日本民主青年同盟中央常任委員会

一、イラクで人質とされてきた三名の日本人が無事に解放されました。三名の解放を願い、努力されてきた日本中の青年のみなさん、世界中の人々とともに、心から喜びあいたいと思います。新たに日本人二名が拘束されたとの情報が伝えられていますが、無事な解決を願っています。

一、三人の人質は解放されましたが、イラクの情勢がいま本当に深刻で危険な状況になっていることをしっかりと見ることが必要です。

とくに、ファルージャでの米国人殺害事件にたいして、米軍が報復的な軍事行動を大規模にすすめ、イラクの一般市民を殺害したことが、イラク全土の情勢を一気に悪化させていることは重大です。米軍はファルージャの街を包囲し、空と陸から無差別に攻撃をおこない六百人以上の住民を殺害しています。そのほとんどが、女性や子ども、お年寄りです。その町に犯罪者がいるというだけで、町の住民全員を対象に軍事攻撃をおこなっている米軍にたいして、イラク国内からも、世界各国からも非難の声、抗議の声がひろがっています。

いま、日本から、世界から、米軍による住民への無差別の攻撃を許さない声と行動をひろげていくことが、強くもとめられています。

一、こうしたもとで、自衛隊が、米軍の無法な占領の協力者としてイラクにとどまりつづけていていいのでしょうか。いま、日本にとってこのことが根本から問われています。自衛隊派兵をこのまま続ければ、日本が、イラク問題をめぐって、国民だれもが望まない危険な事態をまねきかねません。

民青同盟は、日本政府が勇気をもって、自衛隊を撤退させることを、強く求めます。

一、この一週間、「日本人の生命を犠牲にするな　自衛隊は撤退せよ」の行動が大きくひろがりました。民青同盟は、三人の解放を喜びあうとともに、これからのイラク支援のあり方、アメリカとの関係を、青年・学生のみなさんと大いに話しあっていきたいと思います。イラクの事態を解決するためにも、日本と世界の平和のためにも、アメリカの無法な占領支配に反対し、自衛隊の撤退をもとめる運動を、街頭から、学校から、職場からひろげることをよびかけます。
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